
「 境港・健康シテイ夕日ケ丘 」 の定期借地権契約実績と 

境港市土地開発公社の財務状況について 

 

①定期借地権契約 

●平成２１年度に定期借地権制度を導入して以来、契約数が累計１００件となった。                              

 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 計 

公 社 ８ １８ １８ ２０ ５ ６９ 

保留地 ２ ９ ９ ８ ３ ３１ 

計 １０ ２７ ２７ ２８ ８ １００ 

( ６月２４日現在 ) 

●更に現在、６月中の契約が１件見込まれており、また、契約に向けて１９件が商談中。今後、住

宅ローン金利の上昇や消費増税が見込まれていることから、駆け込み需要が生じるなど当面好調を

維持する見込み。 

●夕日ヶ丘分譲区画数 

 区画数 うち分譲中 契約区画数 うち定期借地 残区画数 うち未分譲 

公 社 ４０３ ２８８ ２２２ ６９ １８１ １１５ 

保留地 ４９ ４９ ３５ ３１ １４ ０ 

計 ４５２ ３３７ ２５７ １００ １９５ １１５ 

（参考）民有地について 

区画数   ２３２区画 （１００坪換算） 

建築件数  １１４件（集合住宅は、１００坪の戸建換算） 

残区画数  １１８区画相当（畑地等含む） 

●７月１０日には、境港市の充実した子育て支援などを併せて紹介した、新チラシが完成する。 

 

②境港市土地開発公社の財務状況 

●土地開発公社の外部借入 ( 有利子 ) は、現在１億８千万円 ( 市基金による無利子貸付は、４

４億２千万円 ) 。今後、給食センター底地の市への売却収入等により、外部借入は７月中には９

千万円程度となる見込み。 

●また、既述のとおり、問合せや、商談中の件数も多いことから、今後も継続して成約に至るもの

と推測される。契約済み土地は、９月補正で市が買い取るため、土地開発公社の外部借入 は、平

成８年度、旧中浜農協から旧中浜畜産団地跡地を買いとって以来、初めてゼロになると見込まれ、

実質的な財政負担は解消される構造となった。 

 



これは、市長就任以来、人件費の抑制など徹底した行財政改革を断行し、基金残高を増加・維持

する一方で、いち早く定期借地権制度の導入に取り組んできた大きな成果。公約である行財政改革

の一番の目玉である、夕日ケ丘の宅地分譲問題の解決に向けて、土地の処分と財務の改善、両面に

おいて将来に確かな筋道をつけることができたと認識している。 

 

③健康ウォーク大会の開催 

これを記念し、今秋には健康ウォーク大会を同地区で開催し、美しい街並みや、体育施設、親水

公園などを見学していただく予定 ( 詳細は、内容が決まり次第ご案内致します )。 

 

※契約者の状況について 

○住所別 

●市内   ６９人 ( うち１８人は、転勤による転入者 ) 

●市外   ２０人 

●県外   １１人 

○契約者年齢 

●２０代  ２２人 

●３０代  ４６人 

●４０代  １６人 

●５０代   ８人 

●６０代   ７人 

●７０代   １人 

○100 件目の契約 

① 契約日 

 ６月１７日 

② 契約者    

男性 ２９歳 境港市在住（転勤による転入者） 

③ コメント ( 契約理由 )  

「定期借地権制度を利用することで、土地と建物を両方購入するより費用が抑えられること、

また子どもたちも慣れた環境で生活できることで、夕日ヶ丘にマイホーム建設を決めまし

た。」 

担当課 都市整備課・財政課 

電話番号 
４７－１２１２（都市整備課） 

４７－１０１２（財政課） 

 


